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研究成果の概要（和文）： 本研究は、在宅で生活する高齢者の口腔内の実態を把握すること、ならびに歯科訪
問診療を継続不可能にさせる因子を明らかにすることを目的とした。対象者の約7割が、抜歯を必要とする歯を
有しており、口腔の健康状態も不良であった。また、うがいの能力と舌の変化は、歯科訪問診療を継続不可能に
させる因子である可能性が示された。本研究の結果は、歯科訪問診療の課題の抽出、エビデンス構築に寄与した
と考える。

研究成果の概要（英文）：　The aim of this study was to determine the oral health status among older 
adults receiving home medical care, as well as to identify the factors that impede the continuation 
of domiciliary dental care (DDC). Approximately 70% of them had teeth that required extraction, and 
their oral health was poor. In addition, the ability to rinse and tongue changes were shown to be 
possible factors that impeded DDC. We believe that the results of this study contributed to the 
identification of issues and the construction of evidence for DDC.

研究分野： 摂食嚥下リハビリテーション、高齢者歯科

キーワード： 歯科訪問診療　在宅歯科診療　口腔　歯科治療　在宅療養高齢者

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　高齢者における口腔内の状態や歯科治療効果に言及した報告は、病院・施設中心であり、在宅におけるエビデ
ンスは乏しい。我々は、地域で訪問診療を実践する医師と連携し、在宅で生活する高齢者の口腔内の実態を調査
し、かつ追跡調査したことで、歯科訪問診療の成果や継続不可能となる因子を明らかにした。本研究の結果は、
歯科訪問診療推進のための科学的根拠構築に確実に寄与したといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 
１．研究開始当初の背景 
 
高齢者人口の増加に伴い、介護が必要な高齢者が増加している。歯科口腔健康保健の推進によ

り、高齢者が自身の歯を残すようになり、これが歯科疾患、口腔の諸問題の増加を招いている。 

口腔の健康状態は非感染性疾患、要介護状態を引き起こす様々な原因疾患、栄養状態といった

全身状態や QOL との関連が報告されている。虚弱高齢者における口腔の健康状態ならびに歯科

治療の成果は、施設や病院を中心に報告されてきた。在宅療養高齢者においては、在宅特有の

様々な障壁（患者側の要因、医療者側の要因、社会的な要因）により、報告は限られている。 

在宅療養高齢者の増加に従い、生涯にわたる口腔保健・歯科治療推進の必要性が高まっている。

口腔内の実態把握、歯科治療成果を明らかにし、適切な歯科訪問診療を提供するためのエビデン

スを構築していく必要がある。 
 
２．研究の目的 
 

 
本研究の目的は以下の３つを明らかにすることである。 

① 在宅療養高齢者の口腔の健康状態と全身状態、生活機能との関連 
② 歯科治療による成果、口腔の変化 
③ 歯科治療とその後のイベント発症（入院，死亡など）との関連 

 
 
３．研究の方法 
 
本研究は、横断および前向き研究であり、東京都の人口約 12 万の市で行った。組み入れ基準

は、１）単一の在宅拠点診療所で医科訪問診療を受けている 65 歳以上の高齢者、２）医師から

歯科訪問診療を推奨され、同意した者、とした。医師は、通常訪問診療の範囲内で患者やその家

族に、歯科訪問診療を希望するか質問した。希望した場合は、申請者のクリニックから老年歯科

医学に関する経験年数が５年以上の歯科医師が、歯科訪問診療を開始した。調査項目は、研究１

では、基礎情報、介護度、生活機能、栄養状態、口腔内の状態（現在歯数、the Japanese version 

of Oral Health Assessment Tool；OHAT－J、要抜去歯、口腔清掃、等）であった。研究２は、

これらに加え、半年後の転帰および歯科治療の継続可否、歯科治療成績、口腔内の変化を調査し

た。 

 
４．研究成果 
 
研究１ 目的①達成のための横断研究を行った。最終対象者は 93 名（男性 44 名、女性 49 名、

中央値年齢 87.0 歳）であった。介護度は要支援・要介護 1 が 23 名（24.8％）、要介護 2、3 が

35 名（37.6％）、要介護 4、5 が 35 名（37.6%）であった。 

 

（１）口腔内の実態について OHAT－J の合計点数の中央値

は 6 点であった。重度のう蝕歯を有する者は、歯がある 84 名

中 56 名（66.7％）、重度の動揺歯を有する者は 21 名（25.0％）

であった。う蝕または動揺が原因で要抜去歯を有する者は 62

名（73.8%）であった（図 1）。以上より、口腔全体の健康状態

は不良であり、7 割以上に要抜去歯が存在し、適切な歯科治療

が提供されていない実態が明らかになった。 
図 1 要治療歯の割合 n = 84 



 

（２）口腔の健康状態と他の項目との関連、口腔の健康状態を悪化させる要因について 

介護度は、口腔の状態を示す多くの項目で有意な関連を示さなかった。OHAT が 6 点以上で

あることに有意に関連したのは、口腔清掃が要介助であること、精神状態である中等度認知症、

強度認知症またはうつ状態であった（表 1）。精神状態と口腔清掃との関連性は過去の報告です

でに示されている。口腔清掃が要介助であっても口腔の健康状態が不良であった要因は、日々の

介護による時間・費用的な圧迫、優先度の低下、患者の拒否、知識不足等が一因と考えられた。 

 

表 1 口腔の健康状態を悪化させる（OHAT ≥ 6点）因子の同定 

 

ロジスティック検定 それぞれのモデルは年齢、介護度を調整 

  

（３）歯科未受診期間と口腔の健康状態との関連 

歯科未受診期間の中央値は 23 か月であった。未受

診期間が < 1 年の者は 31 名（33.3%）であり、3 年

以上歯科受診が無い者が 33 名（35.5%）であった。

要抜去歯は<1 年で 67.7％、1-3 年以内で 67.9％、>3

年で 66.7％の者が有していた（図 2）未受診期間と、

介護度、OHAT の高低、口腔の状態は有意な関連を

示さなかった。これは、対象者の選択バイアスの影響

も否定できないが、未受診期間が一年未満であって

も、約 7 割に要抜去歯が存在していたことは深刻な

問題であり、多職種との連携、組織的な歯科介入といった対策の必要性が示された。 

 

研究２ 目的②③達成のための前向き研究を行った。87 名中、がんターミナル 7 名、途中で拒

否となった者 8 名を除き、最終対象者は 72 名（男性 34 名、女性 38 名、中央値年齢 87.0 歳）で

あった。半年後に歯科訪問診療を継続可能であったのは 49 名（68.1％）、不可能であったのは 23

名(31.9%)であった。継続不可能者の内訳として、15 名が死亡、施設入所が 4 名、入院が 4 名で

あり、事象発生までの日数は平均 76.9±47.2 日であった。 

 

（４）歯科治療内容 

図 2 歯科未受診期間と要抜去歯の有無 



歯科治療をした者は 70 名（97.2％）であった。行っ

た内訳は、多い順に口腔ケア 39 名（55.7％）、摂食嚥下

リハビリテーション 37 名（52.9％）、義歯治療は 31 名

（44.3％、義歯の修理が 26 名、新製が 16 名）、抜歯 23

名（32.9％）、抜歯本数は最小値-最大値で 1-24 本、う蝕

治療 11 名（15.7％）、処置本数は最小値-最大値 1-9 本で

あった（図 3）。 

 継続可否と歯科治療内容の相違について、継続可能者

では、継続不可能者に比べて、有意に抜歯が行われてい

た。義歯調整・修理は、継続不可能者では少なく、口腔

ケアは継続不可能者で多い傾向にあり、治療内容に差異

を認めた（図 4）。治療内容に差を認めた原因は、①死

亡、入院など事象発生までの日数；物理的な障壁、②全

身状態を加味した侵襲の程度の調整；患者の全身状態の

障壁、が考えられる。 

 

（５）歯科治療の成果 

継続可能者 49 名において、歯科治療により、半年後のう

蝕歯数、動揺歯数、現在歯数、要抜去歯の割合は有意に減少した。また、OHAT においては下位

項目の舌、歯痛の項目に有意な変化はなかったが、合計点数、口唇、歯肉・粘膜、唾液、残存歯、

義歯、口腔清掃も有意に点数が低下した。従って、継続可能者における歯科治療は、口腔内の健

康状態を改善させることが可能であった。また、口腔評価ツールである OHAT は多職種で共有

可能であるため、多職種に対する歯科治療効果の発信に寄与する結果であるといえる。一方で、

減少はしたものの、う蝕歯や要抜去歯は半年後も存在した。全身状態、他の医療介護サービスと

の調整、患者（家族）の希望、といった在宅療養高齢者特有の障壁により、継続可能者において

も半年以内に積極的治療が終了できない者がいた。 

 

（６） 継続可否に関わる初診時の因子 

継続不可能者は、Barthel Index、MNA-SF が有意に低値

であり、うがいが困難であった。また、IADL 低下、OHAT

舌が≥ 1 点以上である傾向が見られた（図 5）。在宅死、

医科訪問診療診療を中断させる要因として、ADL、栄養

状態が挙げられている。これらに加え、うがい機能と舌

の変化が、継続不可能となりうる口腔の因子として抽出

された。 

 
 
 
 

 

図 3 歯科治療内容の内訳 

図 4 継続可否別の歯科治療内容 

図 5 舌の状態と継続率 
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